
酒井:パ ル ミラ語碑文(2) 175

パ ル ミラ語碑 文(2)

酒 井 龍 一*

PalmyreneInscription2

RyuichiSAKAI

は じ め に

本稿では、これまで採集できたパル ミラ墓碑文に関す る主な単語、および地下墓内部の構造

を示す主な用語を提示する。だが、いずれ も正確な品詞 ・意味 ・文法等を理解するにはとうて

い至 らず、おおまかな意味を推定するにとどまる。加えて、有名な 「3人 兄弟の墓」碑文をも

紹介する。

墓碑文 に関 する単語

04醒 一

わ れ わ れ の 父 うへ 』 ぺ

わ れ わ れ の母 うI」

彼 の 父 、 りメ へ 』 訳

彼 の兄 弟'・ メ へ 翼 訳

彼 の 両親 つメ へbJぺ

彼 女 の姉 妹 ・ メ ゐ 臓 べ

彼 女 の 兄 弟 メ へ 臓 訳

彼 らの 兄 弟 舎メ へ 猟 訳

彼 らの母 飾メhぺ

母 訳bぺ

妻(古 式LLJ訳)ゐ ゐ べ

医 者 訳 つコ訳

外 国 人 達 訳 ⊃J⊃ 」 訳

人VJ訳

墓室 ぺ 曳図 ⊃ 」訳,

墓 室!複)り り曳'{⊃ 」訳

束 の間 訳 ・臓 い 《bぺ 曳 図 ⊃ 」

西の間

南の間

北の間

墓室全体

この墓室

回廊

神

文字

Adar月

Iyar月

Ab月

Eloul月,

奉納 した

友好を結んだ

提供 した

～を譲渡 した

b

ー

柔

5

騒

ソ

ゐ

曳

も

～

曳

ー

』

メ

メ

』

っ

,

つ

b

つ

訳

5

訳

つ

舎h

♂《ギ{⊃ 」

訳 皇 図 ⊃ 」

1⊃ 」 訳

♂《皇 級 ⊃ 」 べ

♂《曳 、{⊃ 」 訳

♂《へ6⊃ 訳

♂《メ5ぺ

♂《ゐ 曳 モ 訳

曳 、く訳

曳 つぺ

.ヨ訳

Jへ 」訳

嘲し、《
昂 ぺ

皇.ヨ 執 ぺ

ゐ 」 ・V・訳

b臓 望(訳)

平成3年8月6日 受理*考 古学研究室
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～ が あ るLっ1

これ らの 肉5訳

別 の(複 数)1,」 曳 猟 訳

も う一・つ う曳1八6父

～ のた め に っ3べ

唯 一・ ♂{級臓 訳

ま た ヘ ペ

4♂ 《y,ヨ 曳♂{・ぺ 」1y二f《く♂《・y』1駄 訳

長 さの 単位(40～70cm.程 度 か)べbhベ

ー ヨ ー

の 息 子 ・子 供(達)(っJヨ)曳 』

彼 の 息 子達 ・xへs』

彼 女 の息 子 メJ」

彼 女 の 息子 達 メ っ5」

彼 らの息 子 達1)いJヨ

娘 ゐ 曳.ヨ ・ゐ コ

彼 女 の娘 メゐ 曳』

彼 女 の夫 メ 、 ソコ

解 放 奴 隷(男)・ 曳区 曳コ

解 放 奴 隷(女)り 曳臓 ゐ 曳』

財産 管理 人?ゐ へGJh3♂ 《コ

永遠の家'

この永遠の家

墓

扉

扉から

構築物

一内(接 頭辞)

墓室内

通路内

壁内

壁寵内

～月に

ニサソ月に

その中に

xS-

♂《1」 」yJ阪5

ぺ}も もyAコ

訳 曳,ヨ 月 ゐ 』

♂《』 』

♂《,ヨ,ヨIb

♂《Jつ ～ 』

一 コ

訳 曳 、く⊃ 」 ぺ 」ゴ

♂い6JIJゴ

訳 曳6⊃ 」

♂《ゐ 月 へ,ヨtコ

臓 曳 っコ

1⊃ つ5』 ゴ

メ 』

内部 の ヘ モ』

建 て た(主 語 が複 数)玉 ぺJコ ・訳J』

売 っ た(主 語 が女 性)垂 図yコ

～ と協 力 して ゐ へ3ゐ へ1ン』

～ 代 わ りに ゐ へ 曳昂b』

彼 の生 存 中 に ・メ へ ・区 』

～ 故 に 、 ・1

～ の 中 の ・内 側 の へ{コ

そ の 中 の メ ヘ モ』

～ を 越 えて ・奥 の ・この 先 曳 ゐ 』

～ の 死 去 の 後 ～ ゐ ・bり ーL

そ れ を越 え て ・この先 メ 曳 ゐ 』

～ に続 い て 曳J..」

～ の 問 の ・中 間 部 ぺJ』

～ の 間 の ゐ へJり 』

よ り外 側 の 訳 ・J

{

納 体 室 訳Wbへ{

も う一 つ の 納 体 室1曳 執 ぺ 猟hヘ モ

納 体 室(複)♂ 《っ只 為 へ{・ 台 ・臓hへ{

舎 ・JbbV昏

2納 体 室 汽 っ曳 ぬ

3納 体 室L」 ゐ

♂《y,ヨ く{♂《 ～5べ

これ らの4納 体 室

Vh只rJぺ

これ らの5納 体 室

6納 体 室V

汚 れ な き納体 室 而 」騒

tゐ 丘Jぺ

完 全 な これ らの納 体 室

入 口

西 側 の入 口

石 碑

彫 刻

北 ・北 側 の

舎,猟hへ 柔

「 り執bへ 柔

舎 つ執bヘ モ

♂い ～へbへ{

う つ臓}も へ 柔

1つ 猟hへ{

♂い 執bへ{

亀 つ つヘ モ

『 っ,ヨ{くyb査 っ っへ 柔

ぺJ5モ

♂《3へS柔

訳 っ っ5曳{
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最 も奥のもの

より奥側の

側 ・傍に

う っへ{・ ♂《 っヘ モ

訳 つ つ{

♂《,ヨ{

一 「し{一

相 続 人 ♂《つ曳 」 ・♂{梅 」級

わ れ わ れ の相 続 人達 査 っ曳5図

私 の 叔 父(=彼 の叔 父)メ 図 級=っ 、く騒

墓

記念物

生賛 ・供え物

金 ・金貨

文字

～の隣の

汚れなき

この

この

ところの(関 係代名詞)

の

の(接 頭辞)

その

訳 曳 ヘ コ 》℃「-

♂{5曳y思

Lい 』 「
-

♂《』)c思

♂《、くへ 曳 図

肉 っ昂 』 「叉

う 」 図

級

騒

呈

級

級

級

メ

5

っ

っ

っ

ー

メ

騒

級

一

メ

そ れ は ～ に あ る と ころ の ヘ メ り図

そ れ は～ で あ る と ころ の メ コ っ1

そ れ らは～ に あ る と ころ の1へJメ っ1

～ が あ る と ころ の ゐ っゐ ジ 思

～ の 内 部 に あ る と こ ろ の ヘ モ』 り ー

デナ リ・貨幣単位

一一 メ ー

この もの ・彼

それ らの も の ・彼 ら

～ に属 す る

JyJ査bJ,Lご

か くて上 に書 か れ た よ うに

而 つ 曳J尺

ヘ メ

而 へ5メ

汽 へJメ

つ、《3っ メ

彼の(接 尾辞)

彼女の(接 尾辞)

彼 らの(接 尾辞)

神殿

司令官 ・総督?

つメ0

メ ー

而 ヘ メ ・ 査 メ ー

一 へ 一

また ・そ して ・お よ び

一 ま た ・そ して(接 頭 辞)

～ しま た建 て た

～ しまた 譲 渡 した

また～まで

また内部の

そ して～でない

♂《も 」 つメ

♂《5へb{メ

角bへ

一 へ

♂{5コ へ

曳臓 《くへ

隆yへ

へ 柔Jへ

♂《bへ

ま た 一 の た め に(接 頭 辞)-Jへ

また 彼 の 息 子 の た め に りメ へJ』Sへ

つメ へ3』 ♂《JヨJへ

ま た 彼 の 息 子 達 の 息 子 達 の た め に

ま た 彼女 の 息 子 達 の た め にxっJ』 とへ

xつJ』 っJ..」Jへ

ま た彼 女 の息 子 達 の 息 子達 の た め に

fヘ メ っJコJへ

ま た 彼 らの 息 子 達 の た め に

1へxりJ』 つJ..」Jへ

ま た 彼 らの 息 子 達 の 息 子 達 の た め に

壁寵 ・角 ・隅

壁の膨 らみ部分

墓

1

5

50

502

504

OtO

♂{J』月 へ.ヨt

雪,ヨt

訳 猟hへt

一1八 一 一

訳 「吸 臓 ・窯く臓

VI」 ・Vt」

査 ゴ し ゐ 臓

角 ゐ 曳 ゐ ヘ メ ♂《1J1ンh臓

y二f曳 ♂{ヘ メ ♂《,」 レb猟 、
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550」1っ 「レL臓qL

yVLへ り っyV

579

掘 削 した

譲った

買った

生きた

解放奴隷

代理

彼の母方の叔父?

「あ 一!」(感 嘆 詞)

Tebet月

列

納体室の列 iつ 猟 ゐ ヘ モ

私の一(接 尾辞)

私の腕前

南 ・南側の

右(側)

あなたの右

彼女の名誉

名誉

日

メ ♂《bVIJ

メ 訳bfンb執

G

一 つ

窪3臓

曳 ニハへ

S,ヨ い 区

ゐ,～ へ

つ怠 臓

ゐ3S執

メ 、区

5』 猟

ゐヨ6

コ っ ⊃ 」6

・窯く ⊃ ⊃⊃ 」6

つ 一

り覧い

訳 つ51」,

♂{～ つIJ,

」Jっ}も つ

メ ・暖 月,

思 】【6つ

IJへ っ

譲 与 した ゐ 』 メ り ・.ヨメ り

曳』 執 訳 へ 』 メ9

譲 与 しそ して友 好 を 結 ん だ

Kanoun月

Kisloul月

丸天 井 の 部 屋

」

う へJ」

」 へ 、 ⊃ 」

4`L」

丸天井の部屋(複)

文字 ・書いた

書いた

金額

彼の費用で

彼らの費用で

銀 ・財産

分

体

日

部

全

毎

うJ3♂ い35

,ヨ、ム 」

ゐ 』 ゐ5

3⊃ 」

メ ⊃ っ 」 舟}も

う ヘ メ、⊃ り 」 査}も

べ3⊃ 」

あなたの(が)一(接 尾辞)

あなたの右

あなたの左

あなたが入った時

司祭 ・牧師

「 へJJ」 ・♂《」1～t」

メ55

b
,へ つJ」

」

」JつI」 つ

」

」5y}も

～に対 して ・の方ヘ

ーのために(接 頭辞)

彼女(彼)自 身のために

われわれのために

彼 らのために

永遠のために

名誉のために

彼の名誉のために

彼らの名誉のために

b一

つ 曳}も 」

ぺ3♂ 《S

」

メ 」

台 メ 」

査 ヘ メJ

訳hSyS

曳 昂 つ 、

1メ 曳}6つS

舎 ヘ メ 窪 月 つJ

～(人 名)に 対 して(接 頭 辞)～ 、

タイ ボー ル に対 して 」へ 』 ・ゐ 、

方向ヘ
ーの(方 向)

右側の

内側(奥)の

上に

」

S

訳5っ}も つJ

肉bへ{J・ へ 柔 」

もyと
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～ しな い ・で な い(否 定 形)ぺJ

-b一

地 下 墓 ・地 下 室 訳 ゐ 曳yh

地 下 の 中 の 訳 ゐ 駄y為1

この地 下 墓xLy,」

石 碑 ペ ヨ 外h

死 去J』 ・ゐ

埋 葬 され た り り曳,」1」

年 末 月LJV⊃JVIJ

東 ・東 側 の ぺ ・猟J図b

西 ・西 側 の ♂い.ヨ 曳yh

正 面 ・正 面 の ♂《5,ヨ 月b

正 面 ・正 面 の(女 性)♂ 《J楠,ヨ 月b

完 全 な(複)り ・JもV

彼 女 の 夫 メ ♂《b

彼 の 持 ち分 メ ゐJb

入 っ た時Jyb

あ な た が入 っ た時 」(のyy'」

わ れ わ れ が 入 った 時 、Jy'」

あ なた が 出 た 時 」 ・月3b

か ら 査i」

扉 か ら 訳.ヨヨ 「h

中 の うb

の1h

をih

に よ り ・で うb

彼 の費 用 で メ ⊃ っ」 而1J

存 在 す る ・あ る 訳 ヘ メh

～ の異 名 を もつ ・～ と呼 ば れ た ぺ 駄月 ゐ ゐ

受 け とっ た 訳 、』 昂b

共 同 して ・共 同 した?・3ゐb・h

保 護 官 訳 ゐ ゴレJ曳3b

収 税 人 ぺ ⊃ 」b

立 会 人?ぺ7`」

主 人 ・領 主 ・支 配 者1」

乳 母 ぺ み 』 曳b

100♂ い 、{へI」

120「iつ くく⊃yヘ メ ♂こ1」

J

Nisan月 角 ⊃,J

記 念 物V3J

護 衛 ♂執6J

高 名 訳 曳 つメ ～

」

Siwan月 査へ り⊃

壁 ぺ 曳GV・ ぺ 駄G⊃

壁 全 体 メJ」 訳 曳G⊃

祭 壇 の基 礎YI」

あ な た の 左 」Jb⊃

あ な た の 左 方 向へ 」 」yy

左 側 の ・北 方 の ♂いyt」

除 い て ・の 後 ろのt⊃ ・曳G⊃

元老院議員

造った

造 りまた建てた

寝いす

円柱

祭壇

上階

空(か ら)の

訳 月 つ6J月5⊃

y

へ 亀く』ly・ ・r【...1y

♂《J』 へ 「《 』y

♂{⊃ 曳y

ぺ 、《へby

♂《ゐ 」y

♂《JいJy

台 つ曳 ⊃y



180 奈 良 大 学 紀 要 第20号

永 遠 ・永 遠 に!ぺhとy

～ 方 向 へSソ

右 方 向へ 訳Sゴb,もy

あ なた の 右 方 向 へ 」 いhつ 」y

彼 らの 方 へ つメ へ 」y

んまで ㍗

10♂ 《・1くiレy.《《Vy

20う っ曳 ⊃y

時 間 ・時 代 ♂《J,ヨy

彼 の 召 し使 い メh・Sy

奴 隷bSy

老 人 べ 月 っゐy

3

墓 内 部 の 広 場 空 間 ♂いGJ3

遺 体(複)雪 ・曳 柔3

掘 開 した 訳 臓 っゐ3

支 払 ったy駄3

20台 ～3

半 分 ぺ 柔 、3

前 方 の 訳J3

部 族 呈 執3

兵 士 ぺ 臓 」3

-1八 一

飾 っ た ゐ コ 外

～ の像(男)'」 」

～ の 像(女)I」 、外

～ の 像(複 数)訳 りbS外

像 ♂偽 」

像(女)1J」

一}う ・一一

墓 ぺ 曳,ヨ見 」1,ヨ・べ 曳JJ}。

墓地 ・埋 葬 ♂執 へ 』f月

広 間 べ ⊃ 月 駄月

最初 の 広 間 訳 りh図 月 ぺ ⊃》致 昂

角 ぺJ曳 月

聖 所 へb、 く昂

聖 人 ペ レ 曳 月 ・Vつ 曳 月

守 護 者_IJっ 》。

祈 願 した ㌧ メ っ曳月.メ 曳 月

捧 げ た 』 曳月

埋 葬 した ・され た ゐ 曳,ヨ 局

彼 の親 族 メ,ヨ っ駄 局

Qenian月 角 つ ～月

最 初 の 訳 コb級 月

彼 らの右 に 雪ヘ メ っもb月

彼 ・そ の前 方 に っメ へb暖 月

金 銀 で 細 工 した ぺ っ い 月

一 曳0

譲 渡 した 月 臓 《《(ぺ)

譲 渡 した ゐ 潟 臓 駄

決 定 した ぺ ⊃ 曳

彼 の 友 達7メ へb執 曳

偉 大 な 人 ♂{コ 曳

～ の長 ・.ヨ曳

10000へ,ヨ 曳

V
平和を!⊃bV
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Sebat月

年

才

壁

右側の壁

北側の壁

軒縁の蛇腹

廊下

6

7

70

79

除いて

不潔な

残 り

連帯 した

連体 しそして譲渡 した

共同 して

証人

近親

隊商

Tisri月

南 ・南 側 の

下 の

門

部 屋

2

6』1ン

ゐ5b

ぺ,JV

♂《曳6⊃ ・♂《曳61ン

♂い5bつ ♂{曳6V

♂い つ』 曳 そ ぺ 曳61ン

ベ り{《V

「月 月1ン

、ム 『レ・LV

♂《」1y』1ン ・ぺyV

Iつy」 ン

y1ン ゐ へiっy』 し

奇b曳6⊃ ・ 《くゐ1レ

'」,V

曳 へV・ 《く♂《V

ゐ3ゐ へV

ゐ 月 臓 曳 へ ゐ3ゐ へV

Lへ3ゐ へ1ン

曳 メ 》

っ..」JV

♂《み 曳 っV

一 ゐ 一

つ 《dン ゐ

♂い ～bつ ゐ

♂《JつJ』 ・♂《ゐJbつ 」1

ゐRゐ

♂《y曳Jヒ

♂《～ へ ゐ

角ゐ 曳Jヒ ・ 肯 曳 ゐ

3

8

9

300

報 酬

両 方

商 人

パ ル ミ ラ

パ ル ミ ラ人

われわれの一(接 尾辞)

♂《ゐSゐ ・ゐJJ1

♂い ～bゐ

♂くy燭ヒ2J』【●y「 レJ』

メ 訳 馬t

ゐ へ 臓 ゐ

1ゐ 皇Jヒ ・1《 《ゐ

♂《 つ 曳 モ ゐ

曳}y里A

訳 つ 曳1」

i

i
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地下墓内部に関する用語

墓を示す主な単語

墓

墓

永遠の家=墓

地下墓 ・地下室

墓地 ・埋葬

墓室

墓

1建 造碑文

るい 気コ 潟

♂{曳 』}⇒ ゐ.ヨ

♂{「b、yL」

♂{ゐ 曳yh

6い 更へ 』 月

♂《望 、{⊃ 」 訳

♂{曳 ヘ ヨ 月 「-

墓入 口碑文の3タ イプ

それを示す主な単語

縁,ヨy・ 訳JJ・ 《く3臓 ・Ji1』 外 ・レ 級 局 ぺ

造 っ た ・建 て た ・掘 っ た ・飾 っ た ・奉 納 した 等

2譲 渡 碑 文 一.ヨ メ っ ・月 臓 曳 ・局 猟 曳 へ 曳,ヨ猟 ぺ 等

譲 与 した ・譲 渡 した ・友 好 を結 び 譲 渡 した

建造碑文

譲渡碑文

3売 買碑文

a

、
D

C

d

e

f

a

10

C

Jヒ覧{y二 」 ・S」J1凶 、・y・ 気3

売 っ た ・ 買 っ た ・支 払 っ た

建造碑文の構文タイプ

… 建 て た+・-…+主 体 者+・ 級+こ の墓

…+主 体 者+っ 隆+こ の墓

… この墓 …+主 体 者+建 て た

… 主 体 者+建 て た+こ の墓

… 主 体 者+建 て た+・ 図+こ の墓

… こ の墓+建 て た …+主 体 者

室

室

体

墓

壁

納

譲渡 ・売買の対象物件

♂《曳 、{⊃ 」

♂《曳61ン ・♂《曳 も ⊃

j」へ 柔
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地下墓内部の構造

入 口entranceり っ りへ{

扉door♂{脚 ヨニf

軒 縁 の 蛇 腹corniceLっ 梅h

文 字(書 い た?)inscription♂{ゐ 曳-・L

西 側 の 入 口theentranceonthewesternside

あ な た が 扉 を 入 っ た 時whenyouenterthedoor

あ な た が こ の地 下 墓 に 入 った 時whenyouthiscaveメ 級

i,っ,ヨ 曳y為 舎 っ っヘ モ

ベ ヨ コ 」 」yh

♂《ゐ 曳yb」 つJyl」

墓 室exedra

exedras(複

束 の 間theeasternexedra

西 の 間thewesternexedra

南 の 間thesouthernexedra

北 の 間thenorthernexedra

正 面 の 間theexedrafacing

-」 訳

う っ 曳1⊃ 」 ♂《)

墓 室 全 体'theexedra,wholeofit

入 っ て 右 の 墓 室 」J・hっ

yourright

h

b

っ

モ

　ぬ

J

y

級

y

h

曳

月

も

、

5

曳

5

5

』

メ

猟

』

っ

,

も

っ

っ

ぺ

っ

べ

訳

訳

訳

♂《曳「1⊃ 」ぺ

6いい 【⊃ 」訳

♂《曳 「し{⊃5べ

6い ぺ叉 ⊃ 」訳

6い 《竃く⊃ 」ぺ

るい ー⊃ 」

」 つSyh

towhenyouenter

ぺ 曳 「思 ⊃ 」 べ

exedra

入って左の墓室 」 」b⊃ 、y」 つ 」yh♂ い ぺ」{⊃ 」 べ

yourlefttowhenyouenterexedra

墓 室 内 部insidetheexedraぺ 梅 ㍉【⊃ 」 ♂《 っ ー メ ヘ モ ヨ

墓 室 の 溝theangleoftheexedral」 っ ー ♂《J駄 月

二 つ の 広 間 の 間 の 墓 室theexedrabetweenthetwokirkdes

♂{り ⊃ 月 曳 端i勲 ゐ ♂《る ヨ ♂《曳-⊃ 」 ぺ

不 潔 な 墓 室 の 残 りtherestoftheprofaneexedra

uつ 区V♂ 《曳-⊃ 」 ぺ 曳V

広 間kerkisぺ ⊃ 昂 曳 昂

最 初 の 広 間thefirstkerkisぺ っ}も・く月 ♂《⊃ 昂 梅 月

最 初 の 広 間 を 過 ぎ てafterthefirstkerkisぺ つ}も、く昂 ぺ ⊃ 昂 曳 月L

二 つ の 広 間 の 間the』partbetweenthetwokerkides♂ 《 っ⊃ 月 《い つ 角 曳 」ヒ ♂《J」

広 間 の 左leftofthekerkisぺ ⊃ 局 駄 》⇒ 雪1」 」bb⊃ .

通 路street訳 り も 、3

通 路 内inthestreet訳 っGJ3』

通 路 に 入 っ た 時whenyouenterthestreet ♂《 つ6、3』 」 つyh
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丸 天 井 の 部 屋vaultedroomう 」3訳 ・3」

丸 天 井 の 二 つ の 部 屋 の 間 台J3べ っ3」1ゐ 曳J』 ゐ へJっ 』

roomsvaultedtwobetween

壁wa11♂ 《r強G⊃

壁 全 体thewholewall)(、 」 訳 望6⊃

正 面 の 壁thewallfacing訳 、,ヨ 月}も 訳 駄Gコ

東 の 壁easternwall訳 っ楓J図1bぺ 梅G⊃

右 側 の 壁therightwal1♂ い 、5bり ♂《曳G⊃

壁 の 角thecornerofthewal1♂ 《曳6⊃ っ ー ♂{ゐ 》⇒ヘ ヨt

納 体 室niche♂ 《翼bへ{

niches(複 ♂《11八I」 ヘ モ ・1つ1八bヘ モ)

納 体 室 の 列therowofniches強 っ臓hへ 柔 っ・く ⊃ っ ⊃ 」 も

空 の20納 体 室thevacant20niches角 ・ 曳 ⊃yうJ3b臓bへ 柔

こ れ ら の 完 全 な3納 体 室thesecomplete3niches

肉 り 」hJVhLS、 ムiJ♂ 《 ♂《,猟bへ 柔

汚 れ な き3納 体 室3undefilednichesゐ 、J』 奇 」 ・{り つ猟bへ 柔

壁 内 部 の こ れ らの2納 体 室thetwonicheswhichareinthewall

♂い 柔Gv・ ー りt♂ い 猟bヘ モ

墓 室 内 部 の3納 体 室3nichesintheexedra

訳 駄 、{コ 」 訳 』 メ 』 ♂{ぬ も」土1⊃I」 柔

入 口 近 くの2納 体 室twonichesnearertheentrance

肉,っ ヘ モ 、L1っ 臓}も へ{

よ り外 側 の 納 体 室onenichetheouter訳 ・ 駄,ヨ 騒 凪-

広 間 よ り内 側 のfurtherinsidethekirkisべ ⊃ 》⇒騒 月 うIJ-{S

最 も奥 の も のinnermostones♂ い つ モ

も う1つ の 納 体 室onemoreniche雪 曳R訳I」{

通 路 内 に あ る2納 体 室2nicheswhichinthestreet

訳 つGS3』fり 隆 肉,曳 ゐ り つｺ」{

最 初 の 納 体 室 を 越 え てbeyondthefirstnicheぺ つh図 月 ぺ 臓hへ{曳 ゐ 」

～ に 属 す る3納 体 室3nichesbelongto～

～ 査 へJxつ 覧く ♂《JヒJL・ り ・
.臓hへ{

1納 体 室 を 除 きexcepttheoneniches、{只 ぺ 臓 ・hへ{ii」 曳6⊃

寝 い すcouch(」V)♂ 《⊃ 曳y

寝 椅 子 の 隣…のnexttothecouch♂ 《⊃ 曳yう っ月 』 尺

壁 寵recessぺJ阪 月 へ 』t

壁 寵 中 のintherecess♂{J』 月 へ 』t』



酒井:パ ル ミラ語碑文(2) 185

r3人 兄 弟 の 墓 」 碑 文

1

っ稿【 ゴy【y外 曳 』 ♂{Sh{《 」ヨ っr【y1へ っJコ っ「r【y等へへ6醍 」 へiつy}もy5

ところの サディー 息子 マー レ 息子 サディー 息子達 サデ ィー と マーレ と ナーマイソ

曳』 』 ⊃℃yゐyつ 《《～へ 《福 ヨ4里 《く つ ー,ヨyJ}・6い 、曳 メ ーLy}も 《《3憾 、

息子 アテアカブ 解放奴隷 アブディシャーラに対 し 譲渡 した この 地下墓 掘 った

ヘ メ り ー ♂《Jつhつ 」 ♂《J3ヘ メ っ ー ♂《,Jh⊃ ♂い ギ『D5♂ 《1h3へ 』3曳

それはにあるところの 右 方向の 前方に それはにあるところの 北方ρ 墓室 だけ?レ ファボール

汽tもへ 肉7《 《⊃yうJ3査7～ へbへ{、 メ ニfっ ㍉【 ♂{Jっtも つJy♂ しヨ,ヨyyb

および 空20(列)納 体室 これはであるところの 右側 に 、扉 入った時

,」～ つhつSy♂ く二む三fby'」 ♂《ゐ3こ ∫ 舎`」 くく」ヨ 、 つ「㍉く ♂くy』f・k♂こiっ い、bへ{、

あなたの 右側 へ 扉 入った時 丸天井 から 外 の4(列),納 体室

以 へ ～コ 、5渦 へ,メ へ5』 、へ 刈 訳 曳3へ ゐ 坊 へh,級 腋 」1

また彼の息子達の 息子達のために また彼の息子達のために 彼自身のためにC?)の 両方

JヒJVり1iへJ」 猟 曳 り』 ♂《bJyっ ー1へx《 ひ もつJ♂ く,曳5「 思

年"の レ カナーソ 月に 永遠 の 彼らの名誉 のために 相続者達

ノ ノー3,33-◎ ノ ノ ノ ノ

472

2

曳33日 い'っ ー 為 、♂《"♂《Jb曳 』「 っ・級y外 っJ,ヨ,覧 《yγ 曳へ ♂《」}もへi1γbyJ

掘削 し ところの これ ら マー レ 息子 サディー 息子達 サディー と'マ ー レ と ナーマイソ

5へ(,ヨ)竃 くコt《 く二f査b梶 レ 《《」」 角tくへ 覧く猟、、}6い 、尭 へ5コ ヘ メ 竃く ぺ 」1《《yb

ザブディボール 息子 サルマーソ 息子 バ ッドゥダーソに対 し譲与 した そして 建立 した この 地下墓

♂《ギ{⊃ 」 《 、・¶L衣 り』 曳yb♂{曳61レ 査h訳y』f曳 訳1,～ へb(へ){11」

墓室 の 西側 壁 から4(列)納 体室 を

1-舎1h、 く月 」 《くゐ1,臓}も(へ){曳 ゐ 』 血(へ)Sメ つ級 ♂《つJ,」 つ」ヒ

および 最初の2(列)納 体室 の向こうに それらは にあるところの 南側
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♂《曳 ㍉【⊃ 」 西 つ図 メ 級 ⊃窯く ♂いJI」,ゐ ♂6』 月bメ も 」 ♂《曳61ン

墓室 の 奥 南側 正面 すべての 壁

メ へJ」 ヨbヘ メJ♂ 《y』 」《《♂《 肖 り～へb(へ)モ,-,⊃ っ⊃ 」6メ ヨ っ級

また彼の息子達のために 彼自身のたあに4納 体室 の 列 これは であるところの

ノ ノー333一 ノ ノ ノ ノ」1JVっ 《くbJ1猟 曳,二f♂ 《h、y」 メ へJ..」 っへJヨJへ

472年 ティシュリー 月に 永遠 のために また彼の 息子達の 息子達 のために

この碑文については、既に小玉新次郎氏が著書 『パル ミラ』162頁 に、次のような滑 らかな

解読文を掲げてお られる。

マ ー レの息 子 の サ ー デ ィの 息 子 た ち、 ナー マ イ ソ とマ ー レ とサ ー デ ィー は 、 この 地 下 墓 を

掘 削 して建 立 し、 ザ ブ デ ィボ ー ル の 息 子 の サ ルマ ー ソの息 子 の バ ッ ド ゥダー ソに 、 「南 の

間」 の西 側 壁 面 の最 初 の2列 の納 体 室 に つ づ く4列 の納 体 室 、 お よび 同 じ広 間 で4列 の 納

体 室 が な らぶ 南 の壁 面 全 部 を譲 与 した 。 彼 と子 供 た ち と孫 た ち の た め に 、永 遠 に。472年

テ ィシ ュ リー一月(160年10月)に

3

♂《5つ5騨 、 く《二」 ♂《二」♂《 曳 二f雪 へy}さb、 昂 猟、く《 へJ1」 しyっ 曳3へ 《《』 ⊃,,局 《《J

ホネーナ 息子 アバ 息子 シメオソ に対 し 譲渡 した オゲイロ 解放奴隷 ナルカイオス

訳 駄Gコ,ヨ ゴ思i,つJbつ ゐ1っ っへ{♂ 《y』 曳ぺ ・ 寺 っ臓bへ 」し りb

壁内 の 南 内部4(列)納 体室 だけ?

Ibへ 」SI」Jy)い く 訳 」1曳y`」 つ「し{♂ 《・ギ し{コ 」 ♂{(っ ㍉【)♂ 《つ等4、5㍉いも

および あなたの 左 へ この 地下墓 の 墓室 の 東

っメ へJコSへxJI」 ♂《駄3へ ゐ 曳 月yI}も,『 【 り 曳」1丘 つ臓bへ 柔

また彼の息子達のために 彼 自身のために 汚れなき(?)か ら ところの2(列)納 体室

ゐJV1,J昂 猟 曳 りJJ♂ 《b、yっ ー う ヘ メ 《《昂 り 、 っメ へJ」 つ一,i..」」へ

年 ケニアソ 月に 永遠 の 彼らの名誉のためにまた彼の 息子達の 息子達のために

舎ゐ 曳」1へ ・メ 訳b〕 レゐ 臓

2と100x5
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4

駄』 ゐ へ」13」 《く,ヨ 馳」へ 」ヨ「し{,ヨtうJい くゐ ヘ メ♂{bb}も 猟 」IJV曳 っ♂{臓 曳,..」

の息子 キフトー ト の息子 ザブディボール2と500年 イヤール 月に

幽6⊃'」YJ畑 へい 柔y,燃 曳』 ⊃,取 い 蝋 曳 幽 』

壁 を マリク 息子 オゲィル 解放奴隷 ナルカイオス に対 し 譲渡 した バーラ

,級 ⊃,⊃ 」6メ コ っr【 訳 ゐ つJI」 つゐ ♂《曳 ㍉【⊃ 」♂《 つ級 ♂《っ執5「 黒b

の 列 これは あるところの 南 墓室 の 東

っ図 ぺ ゐ もゐ り つ5怠 猟 ♂《uっ 猟h(へ)モ1}も り 訳 りJ}も ゐ ♂《つ臓}も(へ)4

あるところの3別 の 納体室 および8納 体室

,メ へ5,ヨ 、 ヘ メ5♂ 《曳3へ 」1・k}もy訳 もh1ン 」y」 つもybi(へ)Jメ

また彼の息子達の ために 彼 自身のために(?)左 へ あなたが入った時 それらのもの

メJ竃{」 へ,ヨ「r【』tJxJ局 猟 窪 つ亀《 訳hSy」 つメ へ 」』 つJ,ヨ もへ

この ザブデ ィボー・ルのために 彼自身のために 譲渡した ところの永遠のために また彼の 息子達の 息子達のために

」1,ヨ1へへ 《く3執 つ1う 、♂《 つ竃{y外 つ 」』1っ 気《y外 へ ♂{JIJ允 っy`」y5

そして飾 った 掘った ところの これら サーデ ィ の息子達 またシャーダ また マーレ ナーマイソ

メ 、《 ぺ ゐ 《《yb

この 地下墓

5

」1{《』rへ,JJゐ ゐ 」ヨ 訳 っJ{《 へ ♂《 ♂く,Jへ っ ノ ノー33一 ソ ゐ51ンSへ も♂《 猟 《《 ⊃』

娘 バ トマ リク アウレリア ジュリア552年 エルール 月に

へy㍉ くっ く《5♂{Sh⊃ っJ曳 へ ♂{⊃ っSへ つJゐ 》もい、《《 つ「L{y1ン く《』「 」へ 』r」{』Jt

イア ドァー 息子 メール アウレリアス ジュリアスに対 し 譲渡 した サーディ 息子 ゼバ ドポール

梅」1二f訳 つ 、IJV♂ び くG⊃,ヨ7-♂ 《y,ヨ 曳 ♂《 含 つI」 孔 肖bSコyっ ー つ 駄 』

を越えて 左 壁内 の4(列)納 体室 だけ?ヤ ディァベル 息子

LVi曳 ,ヨ潟b♂ 《臓hへ..」 ゐ つ♂《 っ ー ♂{JP』 曳y憶 ♂《ゐb二f昂b♂ 《梅亀{⊃ 」 訳

6埋 葬 納体室 内 がある ところの 西 正面 墓室

訳bもyも メ へ5≦ ヨ っJ』 、へ ヘ メ へ ～Jへ'メ 、

永遠のために また彼女 らの息子達の 息子達のために また彼女の 息子達のために 彼女 自身のために

〔続 〕

ぞ
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なお、本稿は、奈良 ・シリアパルミラ遺跡学術調査団(団 長 ・樋口隆康、隊長 ・泉拓良)の

隊員研究会用に作成 した発表 レジメの一部である。その作成については、調査団各位の御教示

とともに、側 なら ・シルクロー ド博記念国際交流財団の保有する資料の御提供を受けた。 この

ことを明記するとともに、御礼を申し上げたい。


